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下!完;缶遺跡 2号f主空中写真

下尻高遺跡 1号住 炉
よ昌い炭化材の上に厚 く焼土がのり、
焼土の上に白く灰になったカヤ (? ) 
材がある。平安時代の土屋根の状態
を示Lています。

作業風景
人と較べかまど、煙iHの大きさが
わかります

4下院高遺跡 i号住(南から)
*~にかまどがあり南よ円に炭化
材と焼土が集中しています



序

中之条町は群馬県の西北に位置し、上信越高原国立公園の山々に固ま

れ、自然と I青き水に恵、まれて、名湯で知られる四万温泉、沢渡温泉のあ

るところです。国指定重要文化財である日向見薬師堂、冨沢家住宅をは

じめとし、県指定、凹I指定の史跡、文化財が多く、いまだ土の下に限る

埋蔵文化財も数多くあります。

近年、営農の近代化と農地の効率的利用を図るために土地改良事業が

感んに行なわれていますが、このたび平地区土地改良事業に伴い道路部

分について記録保存のため、発掘調査を実施いたしました。当地は以前

より埋蔵文化財包蔵地と周知されておりましたが、今同の調査で予想以

上の成果を上げることができました。

平遺跡群は縄文時代から近世までの核合遺跡で、今回は弥生時代から

中世の建物跡、遺物を調査することができました。中でも古墳時代の竪

穴住居跡では立派に石で組んだ;煙道を持つかまどが見っかり、平安時代

の火災を受けた住居跡からは、垂木を結んだ織をはじめ、;焼けた多くの

建築材が発見され、古代の建物を解明する i~重な資料を提供してくれる

と共に、私たちに租先の知恵と努力を教えてくれます。中之条町の祖先

の歴史や生活を具体的で、イメ ジ豊かに解明するとともに、次期の各種

調査研究に役立つことを考えれば、まことに意義深い成果であると言え

ます。今凶の調査は古代集洛の一端であり、未調査部分により多くの遺

構、造物があることは充分予測されます。解明されたことは多いと同時

に新たな課題も多いと言えます。

中之条町には但先がJl目折iし発展させてきた歴史の遺産がたくさんあり

ます。これらの文化財を私たちの生活に生かすと共に、その保護に力を

注ぎ、田Tの文化発展との調援をはかることが大切です。本書がそのため

の-lI:IJとなり多くの方々に活用されることを念じてやみません。

この調査を実施するにあたり御指導、御協力をいただきました関係各

位に対して厚〈伺l礼申し上げます 。

昭和63年12月

中之条町教育委員会

教育長一場秀司
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l 本s は、昭和63年度、 64年度、F地区 tl也改良 'JI:~に係る埋雌文化財発掘調査桜告 JFである

2 発掘調査は群馬県教育委員会の指導を受け、 r!-I之条町教行委員会が長谷川偏次を臨時職IIと

し調査日 として実施した。

3 遺跡名1;1:下!元高遺跡 管因遺跡とも小';-=~引を 111' 、た

4 淵査面積は下尻高遺跡 650rr!、管出遺跡1220ばである。

5 ，整忠作業は長谷川、清水夏子、金 JI'7 キ i[ 、t.i雌 ，{~代があたり、福田義治の協力を i斗た 。

6 本 5の I は田村宏司が、 \~ を平田勉(ハ，)ノ サーヴェイ 株式会社)が執令官し、他の執事と

編w‘は長谷川が行なった。

7 遺榊実is'Jは株式会社測研に委託L、遺物実測は、長谷川、 m水、福田が行な った。 遺構l司、

i監物l'Xlのトレ スは株式会社測仰に委託した

8 遺摘、遺物写点 1;1:長谷川が出:1~ L、雫中ザ1'.1;は株式会社測研に吾託しと

9 上波分析はハリノ サーヴェイ株式会社にま'，iEした

10 発制参加告は下記の通りである

剣仲間城、 Jjl肝 仁、111凹ーリj、J，L!i' ¥¥Jl、111川武鋭、山本夏千、u'iノト1王子、金JIフキィl、

t.i i，単行代、小池せつ{-， 1II11IJf (-，伊IiEUlf{-， i，行雌つね、小消l辛子、吉凶むつ。

II 発l!1;調査から本汗作成じあた って 、多くの }j々 い指導、助戸、協JJをいただいた，r{Cして!.s

謝のQ":を tしたい

神 fi:削i史、I\J降之、f1井克己、 JI 川 j1娘、 lì~~f ill 、 lf~凶勉、出i陥利彦、 IIJl I 武夫、

!t~ rn ii明、 本tm 泉、 ).:JJ正日彦、

似品兵一、福島茂、福島泊 、l'i111J'I¥J"、指)JH降氏、1'J8J若一、桑原 虫、剣伶《在氏、釦l

H r-(t松、剣待潤次小池た利、 l，'.n f: 

俳句県教行委 II会主化財保通点、行 !:.~HHr'吾 II 会、 H'i村教育委日会、消出市教f，'-s!J会、

渋川 rlí教育委品会、 ~r農林n車、株式会社iurJfilf 、ハリノ ー サーヴェイ株式会社

12 遺物及び'うどL、遺憐|ズ|、造物l刈惇の資料It ，1占して'1'之条町!立史民俗資料館で保管して L、る。



凡例

l 遺構図中の断面基準線1;):標高で表わし、座標は国家座標医系を用い、座標f創立実測図中に示し

Y 

~。

2 遺構図は住居跡60分の l、かまど30分の l、満 120分の l、土拡60分の lを原則としたが、

そうでないものもあり、各図にスケールを配した。

3 造物ILI は、 t不同~li 3分の l、かめ類 4分の lを原自rJとした。

4 . lli椛 ー遺物写真の縮尺は統ーしていない。

5 実測岡、写真図版で使附した略号はSSが FIiL;:;，遺跡、 SGが管回遺跡、 Hが竪穴住居跡、

Tが治状遺構、 Dが上I広、 HB 11'1掘立ti建物跡である。また遺物ヘのj主記もこの略号を用い

た。 本文中では H を号住、 T を~.溝、 D を号土f広、 HB を号掘立柱建物と表わした。

f9r) : S S H 7 -3 下坑高遺跡7号11の31昨と命名した遺物

6 竪穴住居跡の規模は F関のように沼rJった。蛍高は残存笠高であり、使用時の壁高を示さない。

主軸はかまど、炉を有する軸方向とし棟方向を必ずしも表 Lていなし、。床面積は壁海の内法

から;則った。
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I 調査に至る経過

中之条町大字予I也区は昭和63年度、 64年度にわたり、上地改良事業が行なわれる。

、f'地区には、群馬県遺跡台帳に記載される町指定史跡凶塚内墳(台帳No3074)、昭和57年に調

査した、名久間 8ff墳を含む平占墳群が事業予定地!周辺にあり、今回の土地改良事業地区内も、

縄文時代から近|止までの遺跡包厳地として周知されている。

中之条町教育委員会は 、 群馬県教育委n会の指導を受け、 ~r農林諜に土地改良 f-定地内に埋厳

文化財の {UEすることを通達した。本遺跡の取り i&いについて教育委J~会、田I農林，~*との ml に協

泌がifなわれ、内政文化財を破I賞する道路子定地を中心に、 Jei.よ保存のため、発掘調査を1

ることになつた

中之条町教育室、員会は発掘調査を行とようにあとり、長谷川福次を臨時職員とし、群馬県教育杏

n会文化財似"量点の指導を受け調査を実施しと ，

E 遺跡の地理的、歴史的環境

が̂" にいi:'" 
中之条町は群馬県の阿部、吾妻郡の北東部に位 iot し、」仁 I~ 干 '1 恨郡新治村、新潟県南魚沼郡渇沢

おのがみ ^"ちかツ2 く " 

町、 ~，((ま 1:':; tl J村北群馬ilIl小野上村、，i1は点村、 J千#町、内は六合村と持する。東部は小野f-IlIに
、 ，~. ;- ，ゐ

むカ、ヮて111地がのび、北西部は三国山脈に続く 111地で、亦沢山 (1454.5m)稲包1111l597. 7m) 

にむけて 1300m 級の山尚が続く。西部は本ノ似l(íI ~IU付近から 1700m 級の山地が述なり、六合村
か11

との境の非坂峠 (]060m) にかけて次第に低くとtη 、fYîI~の丹嫡 111 1l181.5m)薬師岳 (974.4

m)へと中之条盆地をとり凶むかたちで続く 中之条盆地は、再]引11、山而川、名久凹川の合流

I ，I!.付近に発Iî寸る山/Hl盆地である。上記河川の流域に数段の ~pJ if~段丘が発達し、a-1.' 111流域のi.J

l下段丘に"，之条町、再J.!fflTの市街地が形成され、{也の ;pri~~~!.t 丘にも、HH，而を中心に集必や緋J也が

ιまれている 盆地底の標l:iは 330m前後で、中之条町、 ，Ii，-M岡Iを中心として東村、尚111村と小

野上村の寸刊にまたが勺ている。徒地 帯は洪陥11卜初mlに*V'i約 6kmfI'i北約 6km、水深 2∞mに

及ぶ~，-'I'之条湖lが存在したと推定されていて、その湖沼I性的物が中之条町の基盤層とな っている。
L!.し}たか'^'た 比二λ、内

I'.'j t.，'，;ï遺跡、 ~T川遺跡とも市街地北見[3 kmの大千:、I'J也l人lにある 符因遺跡は名久山川点沖の川I
2 ぁη

JP段li:1て'僚出i365 m tFl1主の弔問地にある。!占lillは蛾川とみ坂川の合流地点で占くから洪水に悩

まされたことが、記録に見える。(冗文三年洪ホ御itJJt状、丈政十二年洪水用水田畑見分断l-j:ど)
会じらく

併出遺跡、のfYi300 m般れたところに下坑品遺跡がある 小野f-111に続く名知良久山に償するゆる

やかな傾斜地である 標高は 370mから 380mである

遺跡地にテ 7 ラを供給 L た主な火山は市阿38kml~f'):u'l-j る浅Wl山と市14kmの篠名山二 y 岳であ

る。

旧イ寸慌時代の遺跡l針変貝戸遺跡が知られるが持制11は不明である。



t hU.勺

縄文時代以降は中之条町東部を中心lこ概観した。縄文時代は大塀で名久田川北岸に諏訪原遺跡、
ι・〈わり ‘. .'らL よ.、"1勺

宿剖遺跡、五十嵐遺跡、対岸に寄居原遺跡がある。11'.割遺跡は中期の柄銭形住居の他、前Jijjから
しMヒhら

後期までの住居祉を検出した。 今回調査地の北 800m に下平遺跡があり、早期の押~~!文土器とがl
7 ，;{イ弓まばら

期から中期のi量権を検出した。また繍尾に中Jijjから後陣lの奥山原遺跡が知られる。名久田川流域

での縄文時代の遺備は、ゆるやかな傾斜地が山に持するところにかたよる傾向がある。

弥生時代の遺跡で現在までに確認されているのは比較的少ない。宿割遺跡で中期の条痕文土棋

を伴う再葬墓と後期の住居祉を、五十嵐遺跡で中Jm条痕文土器片を検出した。他に弥生後Jmのii
いぜまも 5 はうまA じ

形土器の出土した市街地の伊勢町遺跡と法渦寺遺跡、が知]られる。吾妻町岩慣山遺跡が南西8kmに

あること、近年の発掘で中ー後期の土器片が少なくない地点てー出土していることなどから、当期

の遺跡のI哲加は身えられる。例が少ないため弥生時代の遺跡の立地の特徴は言えない。

古墳時代は、事割遺跡で前期の住居祉州在認され、了平遺跡で後期の住居祉カ牧H~ された。 他
1: < t:. 

に名久田中学校遺跡が知られる。いずれも名久田川凶作段丘上の平lB地か、山麓のゆるやかな傾
12 .カ1<If 

斜地である。 長久保遺跡は吾妻川河岸段丘上段にある~落跡である。 その下段の中之条面では中
" まうま人じ " じ はうまんじ

之条高校敷地内に集落跡と見られる法満寺土師遺跡があり、近接する法満寺A遺跡で石組かまど

の煙道部が調査されていて古墳時代後期と推定される。

古墳の綿密主調査例は少なく、昭和13年の湖1まから現在までに消滅しているものもあり、それ

そ.れの築造年代や基模などに不明な点が~ぃ 。 中之条町では各河111の河岸段丘上 l二、地理的制約

から密集することが多い。中之条12月Jjlが，iiJJj後円JJlとされたが、外観上疑問悦されていて、 1"-
いし とう

とんどが円績である。中之条町で最も古い古境は丹長川と山田川の合流点の段丘上にある否の浴

古噴である。竪穴式石室であり、直刀、刀子、 i革、斧、人骨が出土して五世紀代で墳丘が20mか

ら30mの円墳とされ、吾妻町の机古墳と対比される。名久田川南岸の段丘上!こT古噴群があり、
ひっh

その中の樋塚古漬は狭長な袖無型石室で 6世紀の築造とされる。下平遺跡で調査された名久田 9

号墳は胴張型石室を持つ 7世紀中刷、ら後期の円Jllで、昭和57年調査の幸久凹 8号漬は 8世紀初

めまで使用された両袖型石室の円墳である。(r上毛古墳綜覧J 1938では前方後円Jjlとされた)

平古墳群の密集地から山よりに離れとところに告久間12号績があるが、墳丘はなく、詳細川不明

である。残された石材から償穴式石室を持つ古墳と挑定される。平古墳群は一定の時間幅で継続

して首まれたが、その出現から陥穴式石室を伴っていたと考えられでいる。
"カあ い色しろ

否の培古墳の西にはす川古墳群があり、吾長川北i~の市域 lニE械古墳群がある。

中之条町における古墳の主流は石の塔古境を除き 6世紀以降とされているが、なにぷんにも資

料が少な く断定できない。墳丘が消滅していても周滋や周辺に散在する遺物の調査は可能であ

り、また古墳時代前、中期集落のあることから、それらの墓域調査も今後の課題である。

奈良・平安時代の遺跡で現在までに調査されているのも少ない。吾妻川の対岸に 7世紀後半中

頃の官営とされる舎井廃寺があり、また伊勢町の山峻と接するところに喜代瓦窯跡があり 8世紀

中頃とされる。瓦の一部は金井廃寺に供給されている。

2一



平では平古瓦散布地があり、 8世紀前半の平瓦、丸瓦、軒丸瓦が出土Lている。

大塚の五十嵐遺跡で 9世紀から 11世紀の焼失住居を含む住居祉が検出され、墨書土器が出土し

た。また、了平遺跡では羽釜を持つ住居祉が検出された。天代瓦窯跡、平古瓦散布地、市代牧等

を支えた人々の集務は大基模でなくとも少寺くないはずである。今後の調査に期待したい。

中世では応永 8年 (1401年)以来、天正 9年 (1581年)まで土地の土豪尻高氏が高山村尻高、

中之条町名久回、伊勢田T、青山、市械、須川に及ぶ地域を支配した。字名の下尻高はそのなごり

である。

参J号文献

「中之条町誌」車 1巻1976中之条町誌編草書貝全 「中之条町誌」高 3巻]978中之条町誌編算書f1合 「群馬県の地名J日本歴

史地名大系1987平凡社 「角川日本地名辞典10群馬県J1988角川書庖 「金弁廃寺遺跡J1979吾妻町教育委員会 「買代瓦窯遺

跡J1982中之条町教育署員会 「大塚遺跡砕五十嵐遺跡j 1984中之条町教育番目全 「大塚直跡客季五寸嵐遺跡第 Z次J1984~J之

条町教育委員会 「大塚遺跡野宿剖i量跡j 1985中之条町数育書日会
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E下尻高遺跡

1 .基本土層
一ー'"川
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I層 待作土浅間IA軽石を古む

(? )臼っぱい吋制色上

Uil1 浅I問日続イiを古t灰色っ

1;"い時制色土

1¥'層 FAの純を古む:J.H品色土

V層揖M色砂t，~ルト ( F A) 

¥1層黒色上附

下!式市遺跡は、r*jfJを名久ITI11 1に自IJ

られるゆるやかな傾斜地にある 以色

土の堆怖は~いが傾斜角の差か、耕作

による変動で号機ではな"0また火山噴

出物も多く合まれ るが、純層は奈良j臼l

住居跡のfli地lニ浅W1B軽石が残る のみ

であった。 fA li ¥1で述べられている

ように 2次堆積であったペ LかL、調

査には有効であ った 注しくは 刊を参

1-----一一一|ョ I¥1層やや州をおびた側色

照されたい

2 .調査の概要

図2 土層図

土，j出片を;'<;む

¥11陪ロム刷

調査灰li 、円fIの影特による IU，~1主附ili の関係で畑t売を)，Hli にして市より、 A 氏、 BI豆、 C 区の

3区に分けた 泣械はBI互に集ιl'している 確認面は 1¥府 J".面を基準と し、町、VkYiの流出で無

いところは、¥1MJ一面と c'c B 1王は¥'Mの残ηが想く ¥1層I:i面が確認商である

検出遺榊は弥乍時代後期11:¥>，1#2側、 t1i墳時代前期住居跡 2棟、占I貫時代後mJ住民跡 2棟、奈

良 平安川代Il:I.LiN 伸、ィ、IIJJ2側、品1¥，):住建物跡12棟、上J止、品別犬i畳併存である。道路部分の

調査を基本としたため、住居跡を完全lこ調査できたのは 2械のみで、{血は部分的t:t調査にiIニめた。

調査区の幅が狭いところ から、州立位ili物跡はt見限が太きいとめと、重妓がtいことから、全容

をつかむのが凶維であ ，と (1"'1 3 遺構全体凶参!!~)

3.検出遺構と出土遺物

1 )縄文時代

縄文時代の遺仰の検出はない。数ほは少ないが、他の昨代の遺構覆土中とi主nnB軽石層ドの雄
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続土中から土器片を探収した。前期 ・中}例 ・後期に及び、当初踏査の知見て。縄文時代後期以降と

されたのと異なり、iIilJ日lまで逆のぼり、上限片中の比重ではややIliJmlが多い。今回調査地がわず

かにく!:fむ谷部にあること、密集地は西側にあることから、今後、縄文時代の遺構の出現も充分

「怨される。出土した土誌、石器は下幽の通りである。

2 )弥生時代

場 J
H' 測 l

ll!l fi¥.-" H ';".1 

争j争
H 3.¥ !Iil '.1¥1創刊

'.剛一
図4 縄文時代の遺物

米

8 tt: ， 

住居跡2棟を調資I豆のB区で検出Lた 現地点では、傾斜がI止も吻るやかになる地点で、浅間

B軽石を含む土層がP/<堆償 L ているが、 ~~mlB 軽石の純層も FAM も匝い。 確認面は B 軽石層

の混じる士層を除いたW層 t面であ る。

10号住

後の 7号住居に大部分岐され、壁は点目舎のみ残っていた。 7日住居の貼床中と覆土に、御式土

誌の舷片がかなり混じ っていたことから、ほとんどの部分で床面近くまで掘削され土ことがうか

がえる。調査は住居のすである。残存状態から推定した平面形は東西に長い隅丸長方形で、短軸

は、 3.3m、長軸は不明である。柱穴は確認されず、推定壁高は、縄文時代の堆積土と考えられ

る、 z古川えカ‘かった1llI'1!J色土の上面までとして、 75crn以上である。主軸は~tから 94. 東へ傾く。床

面はロ ム層で、調tf範囲では、ピ y卜、土I広等は無い。調査区ぎりぎりのところに、炉跡があ

- 5 -



り、南に石組が残っている。炉床はわずかに焼上化していた。炉跡の周辺に土器片が箆中してい

て、一個体になった。 (H10-1)東壁際の土器片は別個体であった。(H10-2)いずれもき整形土器

でH10- 1I~胴部下位より下を欠き、 11 10-2は曜1ftsから上が部分的に残る。H10-1は折り返し rI*~ 

で、そこから胴部上位に波状文を箔き、!!íi部に ーミ ' ìif立止簾状文を施す。胴部 卜位より FI~無文で

ヘラみがきである。口縁部がわずかに外返し、顕部は長く、 I:f立がふくらむ胴部に続く H 10-2 

は折り返し剖lに波状文を施さない。施文形態、形状から陣式七日3R類(弥生式後期)である。

(区I5 ) 

14号住

7号11から傾斜地を登り南へ10mのところにある 淵筑区の西側に接していて、調宣は全体の

すでらある。後の位列群により磁土が制りむこされ、住火の先端は床を掘自IJしている。そのため、

当住居跡の樋上には、弥生時代から、F安II.¥'(1:まで'の遺物が混じ っている。 覆土は k附が;J.l;尚色1:

で、下婦は赤昧がかった時雨色土である 後肢の位跡には、浅間B軽石やFAが混じっているた

め、土の色調は似ていても明瞭に判別できる

平面形は隅丸長方形で、長軸 6.7m、記軸 4.7mであり、床面積は27.7rriあり、当期lの住居跡

の中では比較的大きい部類に入る。主軸は-Itから 12・点に(頃く。柱穴は 3本検出し、調査区外の

を含めて 4本と推定できる。深さは40cmを測り、 )'.1fl1線 kで、やや内側に位置1る。-*四位i，-IBl

隔は L 7m てー Iw;ftI~ 2.7 m である 。 5t~IY~は、制IJ く深< 1:f.1l'全周するが、東壁中央部で-1;日止切れ

る。原凶は出入口施設によるものか。!立高は60cm(残作)で、ローム層まで掘り込んで床とする。床

は貼床である。南東コーナーに L7m X 1.25mの長Jjff}て1fAさlOcmのべ yド状追怖が付設される。

北側の点凶の娃穴を結ぶ線上の中央から;ftに寄ったところに炉跡が検出された。炉床の焼上は

わずかで、細長い角のとれた礁がつ残っている

床面に完形土器は無く、覆土中から憎式上協の出上もiitは多くない。高杯脚部 (H14-1)は北

墜丙寄りで床から浮いた状態で出十Lた 脚部はハ字状であるがやや外反する。

住居形態と出土遺物から弥生時代後期のfl，F.li跡とした 住居の手面形は一種的であるが、べ y

ド状遺構が付設される例は、稀といえる。 ([;1114) 

(1) r弥生式上田 u， ニューサイエン λ社

(2) r府保遺跡IIJ 1988 野町県教育会11金 野町嶋崎彪文化財.J.111l':ll.~1.tI 

3 )古境時代

住居跡は前期 2棟、後期 2保であり、土J広が二基検出された。いずれも浅間B軽石を含む土を

除去し確認面としたが、 FA層は埋かった

前期

8号住

B区中央で検出された。調査区東側に按していて調査は全体のすである。14号i主と問じく、 1主

6 
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1. ß 柄より FA が~く泊.\，泊
2、活H相色j。炭化物をu.
3 φF Aカ$ぃ

4 吋快}色J~o F A ，燦土、炭化物を会℃
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9 ゐ if3叩のFAプロ ，7を合仁、

10、 v ロームフロノクを含も

11 φ ロームプロノクは少会い
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世の位列群に婦向1)される。平面形は当期の例からすると }j形と思われるが未定である。基僚も不

明である。残fi.1}/f高li70cmで、住穴は一本検出し ì~ さは 55cmである。主軸は南北方向を忽定する

と(炉跡の検出が量いので)北から 9・東に傾く 。西日置に浅い!豆満がつく。覆土は上層が黒補色

よで下柑が時褐色土でFAは含まない。墜下の三1'1土佐伯は認められず、急激辛埋没、つまり人為

的な廃棄が身えられ得る。後世の柱跡には浅/UIB軽石、 FAが混じりやl然としている。ローム層

上面ぎりき'りのところで織るのを止め床としているために、 EEはほとんど黒褐色土である。床は

ロームと瓜色上の混土で、中央部が最も硬い。

南東コーナーで炭化材が床面から 1C明から40cm浮いた状態で検出された。炭化材に押しつぶさ

れたかのように下から 5字11縁台付費が床に省。して出上した。H14-4は後世の位跡によって、

口付部が無くなっている。他に小型査が l個 (H14-1)砥石が l個 (H14-2)出土しと。炭化材

とS字口縁台f丹揮が密召していることから、焼失住居であり、火災のために廃棄されたか、火を

つけて廃棄 したかの 2通りの可能刊がある。い寸れにしても、急激な廃棄であり、それは覆土断

面の観察結果と 一致する。

時期は遺物から古I抑制tJIII期 (4世紀後半)である。(凶7)

9号f主

8 'if1の南西に近擁している。調査区の西側に被していて、北京コ ナ のみの部分的な調査

である。近代のt副作1) (T 6 )によって一部壊されている。段J晶、住穴は調査したわずかな範闘で

は無い。 Jニ軸を南北JJ向に想定すれば、 ~tから 15・*に傾く 。 確認した登高は13cmであり、ロー

ムM まで掘り込んでいない。 貼床は無く、均一でやや，Jf，みを帯びと U1r~品色土が、床と壁である 。

床に宿泊して、つぶれた状態の5字口縁台付費がー{悶体分出上している。遺物から、 8号f主とそ

れ程、時/1.11的主隔たりのない、古漬時代前期の住居跡である。(図13)

中期

中期のi童精は無い 遺物を詳しく点験Lたが、上部片さえ無かった

中期lはさらに下段に下るようだ。

後期

2号f主

調査区のI止もf前に位置し、山地に近く、調査区全wでi止も勾配のきつい傾斜地にある。

碓~，面 l立、浅unB 軽石の混じる土を除した;，I，H>.l色上で、ごくわずかに FA が残る。現在の畑境

の下で表土は厚い。

平面形は隅丸)J形で、長軸、短軸の区別はできず 5.4mを測る。M構内法で4.75mX 4.6mで

床面積は21.85ばである。主軸は北から 135・*へ傾く 。どの壁Jワ向も径綿線から45・ずれると

め*西市北では混乱するので、図 8のようにかまどの付設する笠をAとL、時計回りで笠B、C、

Dと呼ぶことにする この45・のずれは、コンタラインの示すように地形的主制約と思われる。

つまり、傾斜面にそ って、 11居を造ったためにこのi'れが生じたと考える。

- 9 ー
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!笠滋はかまど;111分を除いて全開し、中長は10cmと扶〈、深さは10cmから18cmと深いo

確認検出iは95cmと深く、ロ ム肘をかなり事 〈掘っている 民色のサラサラとして、もろい軽

石層 (YPまたはsP)までlIiiり込んでLまったために、床はほとんどがロームを主として、;J..¥‘

色上を混せ'たi出!末である。慢は、ロ ム層でlよ、直立に立ち l がり、 ~1!J色上肘に至って、外側

に|時]<。ローム府から黒尚色上Mの変移点近くで、水平方向にうがつ小ピ y トがある。床面に最

低}j向の小ヒ y トがあり対応している。細い械を組んで、棚を造ったと茸 えている。

柱穴は 4本検出 し、柱痕の径は15cmで深さは60cmである 対角線上に位置 L、住穴間隔はいず

れも 2.4m である。住穴摂り }jは附九万形に近い これは、位がJJ形というよりも、掘削工J.tの

刃が直線であるためからではないかと考えるn

離土はFAを多 く含んでいる

割上からは、片ーげ日に煤の付 1~Íiした 11~円僚や偏'1".j:角礁、刀子、模倣河、や壊の土!t，;十片が出 tして

10 
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注目されるのは笠Dの上部にもたれかかるように大きく偏平な角僚が検出され、下面に煤が付

近していたことである。この石はかまどに使用されたと考えられ、かまど廃棄時に-1旦はずされ、

住居がある程度埋った段階で再度、南東に泣かれた。磁土中にFAがプロァク状で存在すること

，γ 

則一

図10 H 2出土土器
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と合わせて、かまどと住居の人為的主1#棄 (入力による破棟、均め戻 l)が智、定される。

遺物は前述した刀千 (H2-1.2)とかまど前に長腕餐 (H2-4.5) (H2-6)が破片としで散布

している。また「こもあみ石」が床面にまとま って ある。かまど袖には、芯材として、JH同盟きが

倒立して埋設されでおり (H2-K 1. H 2-K 2)、袖に密着して模倣t不がある。

壁D寄りに、垂木の一部とみられる炭化材がN'，土 している。 A材で径は 8cmであ った。

かまどは、壁Aの墜B寄り tのところに付設される。かまどの中軸は壁に直交せず、やや何に

傾く 。燃焼昔日の上部は崩れていて、粘土、長刷費、石が、押しつぶされたかのように、火'*に i「t

いている。袖は前述したように焚口邸付近で、J.>:I同問題を双fjに倒立させ芯材とし、燃焼部ではロ

ームを削り出し芯材とし、それぞれ、粘土を貼っている。崩れた石の位置とlit、形態(片面に煤

が付〈こと)から推測すると、それらの袖の lに、さらに石と粘土を月札、て、かまどの上部を造

ったと 思われる。H2- 6 長胴襲 I~ 、 I向仙の費の上に lfh居状にかけられたプリ y ジの可能性がある。

火床はわずかに焼けている程度で、両袖もあまり、焼けていな"0焼土化した上の崩落、!ftiJ離も

考えられるが、焼土の出土虫はtくなし、。火!正の全体の傾斜I'jはt12にむかつて 10・で中央部がく

Ifむ。

燃焼部と煙道との傍点は、慌のライノと同ーであり 20cmの段)，':がある。姥道低面も 10.の傾斜

で長さは 1.8mである。

煙illは(JIIJ壁、奥明、 上部とも(1制機で組まれ、 Il~ ff~は I也山のローム面である 。 石組みは、 (JIIJ~，t 、

奥肢が完全に残り、天井石は、 80%残っていた。側壁は恨石に小児頗より大きい1R円僚を 5石1ft

ベ、その上により小さな礁を 2段偵む、 3l'!J:fl1みが基本である 2段目、 3段目の石は偏平r，:IJj 

目撃を似え、石と行とのすき間は、小fiや、黒色 Lとロームの混上で充てんする。上になるにした

がってやや内側にせり rHす。持ち送り構造(，1了墳の石宅情築技法)が見られる その上に両(JIIJ'主

にかかるように大きな帳円礁と(面、l'な角僚を 5行(使用時には 6石、 i石抜かれている)置き天

井石とし、小さめの石をつめる。天井石の卜にロ ームと黒色土の辺り士をのせ、煙道を完成させ

ている。奥墜は問段級みで、焼:1'.lfLはー辺15cmのfj形を呈している。

石組み爆道の規絞は脳50cm凧、 i長是さ 1.8m、 fρf士:Jさ5ωOcmである 煉J道且の内法は、燃焼部とのJ峻圭岳，点E

幅20仇cm 、 I缶さ 35cm 、煙出し部では恥~17cm、高さ 42cm と、奥に行 くにしたがってややすぽまる凶 fj

1本である。

住居跡の時期は遺物から 7世紀後、rと号えられる。

7号住

B 区の最も ~t?fりに位置し、調査区の西に持している 。 2 号{主とは、 60m 離れている。品開iEは

全wのすで、 5.8m四万の隅丸JJIf;と骨えられる。床面積は30.3m' (推定)である。柱穴は 2本

確認し、掘り方は一辺30cmの隅Afj形で、深さは55cmである。主軸は不明で、 2本の往穴ライン

は北から 4.西へ傾く。

北壁lこi主い壁n耳がある。

14 
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覆土に細かいFAを$<含み、床及び貼床下に FAがブロック状にある。残存壁高は 110cmと

深い。ローム層まで深〈掘り、床はロームを主体とする貼床である。中央部と壁際がよくしまり

硬い。

貼床下に土I広 (D-1図 5)、埋土にFAをプ口 yク状に含んでいる。

南~の掘り方は大きく、後に粘性のある黒色土を貼って墜のラインを整えている。

床面近くから垂木と思られる炭化材が出土し、焼失住居の可能性をうかがわせる。

遺物は、苦1Iれて散在し、床に-uいている短霊園査 (H7-J)と須忠探片で、 f血に磁土中から、須

JE器片、土師器片、また弥生J!Ilの10号{士を掘削 Lていることから、得式土(，，1片が出土している。

東壁に「こもあみ石J 6個を険出している。(図lJ)

凹石 (H7-4、関 4、図 5)は貼床下からの山上である。

土法

B区南側で三基、近披 して検出した。形状や事i土も類似している。

8号土I広

士拡の性格を示すi畳物は出土しな t'0磁上中の遺物は、縄文時代から古墳時代後期までの土器

片をわずかに含む。周辺のFA婦は全く伐っていないが、説土中に FAをHtに含むことから、

FA降下後、地表に FAが残閉している11判明に抱られたものである。どれ程の時間でFAが流出

し、無くなるのかは地形により異なり不確定嬰素が$いが、公良、半安期のi監術覆土のNIJり合いが、

これらの上拡より少ないこと、また遺物が、古JJ'i時代後期を下限としで、祭良期以降のものが無

いことから、時期はFA降 F後の古墳後}日lと身えられる。

8号土I広は、調査区西に接するため、全体のすを先似し、断同l観察を行な った。平面!醇は惰PI

形で、長紬は推定で1.5mあり、短輸は1.05mである。深さは1.25mと深<1.正面は平Isで、 IHf.'

水平である。ロームを深く掘り込んで、培はほぼi['1白ーに立ち上がるが上位で外側に聞く 。

土層はきれいにIL相を成していて、人為的で、短mlHlIの廃棄が与えられる 傾斜地を七ったと

ころに古境時代後)91の2号伎があるが、関連はつかめない。

9号土拡

8号土拡の東に位訟する。手面形は隅JL長}j形に近い惰円形である。h正面は隅丸長}j形である。

長軸1.13m、短軸0.88mである。深さは90cmで推定 Il0cmと考えられる。唱は直立し、 1:1立でや

や外側に陣J<。

底面はほぼ平坦、両脇に小ビ y ト綴のn;みがある。被土は 8号上ほと同級で、人為的な廃棄が

考えられる。

遺物は磁土中から、縄文時代中期と古績時代後期のよ総片が出土している。

10号土拡

8号土拡の北に{立;出する。二三つの土JJ1;rj'、品も整った平面形をしていて、附九長万形である。

長軸0.95m、短軸O.70mで深さは O.7m推定で 1mである。flはしっかり摘られて、直立する。

- 16ー



底面は平底であり、 9号土上広同様、ピ yト憾の1;);みがある。他と同じく人為的な廃棄である。

)fi:物は覆土中から、縄文時代前期と古JJl時代i¥iJ期の土器片が出土している。(図IJ)

4)奈良・平安時代

4号、 5号住

A区と第 2トレンチの傍点で検出した。確認面は、浅間B軽石下の黒色土である。住居跡。覆土

の上面に浅間B軽石附の純柑があり、周辺ではブロック状にな ったFAが函的に残っている。

4 F;flと5号ftはm被していて、 4g-1巨が新らしい。 5号住はかまとと壁がわずかに残る程度

である。

4 号f主は長松 4m 、主日軸3 . 65m の隅丸長 }j Jf~てー堕高は 65cmである 。 推定壁高は浅間1B 軽石純層

より Fと考えれば、 85cmを担えない。

覆土にはFAが粒手状にな って少し混 じっ ている。

この地占は黒色土の敗摘が厚く、床はロームまで帰り込んでいない。床は貼床で、黒色土を主

として、床面には焼上がちらばり、やや硬い限度である。

中央を中心に、 ilHてとみられる炭化材と プロ yク状の焼土を確認でき、焼失住居跡、である。炭

化材は床面から IOcm-20cm上にあり、全て九材であ った。

かまどは石組かまどで、燃焼部の脇の石は残っているが、ほとんどが崩れている。底部の"い

長胴~が焚口に務ちている 。 かまど榊築材の石が、 lìíJの床に活必していることから、人為的な廃

棄を青えられる o

かまどの廃棄と焼失との前後関係は、かま ど崩落土の下に炭化材が認められないことから、か

まど廃棄が古い 焼失はその後である

遺物は床上lOcmlニ須恵、器ふたがあり、帯金具は、炭化材が集中する地点から、炭化材と同じレ

ベルで出土している。

Hキ期は遺物から 8世紀後半ftとされる。

5号住はかまどと 一部の壁のみで全容は不明である。かまどは石組かまどだが、ほとんどが崩

れていて原位置をとどめない。遺物も上附鵠がわずかに出土した程度である。(図12)

6号住

B区に位置し、調査医点に持する。7刈1f.は全wのおよそすである。

南北柏は 5.6mあり万形の平面形を呈すると忠われる。調査範凶でかまどの検出がないため主

- 17 
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軸は不明どが、南北軸は北から 2・東へ傾く 。位六、周溝はない。

現在の畑境にあるため床面から3日cm上は抜恨によるIltlilを受け北壁の確認は困難であった。

残存Et高は30cmて'ある。掘り fjはローム暗まで及び、床はJ'/.さ20cm前後のl泊り床で、 :;u色土に

ロームをまぜ、たたきしめている。中央の広い範潤が三和土のように硬く、 u妓状に滞くはがれ

るほど、たたきしめていることがわかる。

南墜に焼土がかたまりであり、かまどの崩峻上である

遺物は、床面E首位で鉄製はさみの片方(十16-1)と上指片が山上した o f~i肢によりかかるよう

に完形の係額がすに富IJれた状態で床から 5-6cmのところで倹出された。

床而'&:i'iで円板状のつまみを待つ須忠掠のふたがtlJ上している。 (H6-01) H 6-3は口緑の

V字状の却lれ口をIU粍して利用 している。休部内fJ!lI上r部に油煙がついていて、灯明皿lと思われ

る。 H6 -21;1:須恵倍以で、底部外周縁が1普粍 Lている o H6 -4.5は土師能川で、内側底部にラ

セン状、体制lに欣射状の暗主を施している。他にも l，ti耐や宮i土から 11育文を仰すよ師i.iiJ-fの岐片が

出土している。

住居内のP1， D 1 1;1:浅間B軽石を轄Llに合む後世のものである。

出土遺物から、 8世紀前、ドとされる。 (JヌIJ3) 

11号住、 12号住
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B区北よりに 2軒重視し、調査区の西側に擁して検出した。いずれも全体のす以下で残存状態

も良くな L、。11)jf.主が新ら L<、かまどが12号{主の蛍を切って付設されている。ほとんど撹搾で

頃され、かま どとEZの一部のみの検出である。残作段高は13cmで床は黒褐色土の貼り床であり、

ロームまで掘り込まと~ Po かまどは石組どがほとんど崩落 Lている。

床面ヵ、ら、上師(，~片、離士から、土師掠、，Jj忠治の砿片と灰紬陶器のjfiが出土している。

12号{よも全容がつかみにく "0残存墜高は13cmて。ローム層まで、掘円込まない。床は黒褐色土

を主とするl泊阪であり 、!享さは20cmてeある。

壁際で炭化材を検出する。

鉄鎌 (ト112-2)と刀子 (H12-1)が床から浮いてHJ土している。床面と覆土から土師器と須恵

Mの岐片がw上した。

かまどは石組だが、崩落している。(阿14)

1号住

?r;2卜レンチの調査の際に、焼土化した床面の一部を確認 Lた。その後 トレノチを拡張して全

体をよI~Jtt した 。

弔問形はゆがんだ隅丸方形で、長軸li4.5m、短軸は 4.3mである。床面積は16.4ばであり、

5~r~百は 30cm を測る 。

~~~i持はかまどを除いて全周し、幅15cm から 20cm で深さは床面から 5 cmである。

位火、 J!';'，岐'j'(，は無く、北墜に浅い土拡一基を有する

主軸は~tか ら 11 0・点に{頃く 。 かまどは*~~の r~j 去の と ころにf寸設される 。

確認而はFAをプロ 1;'>状に含む黒色上であり、fH時跡はFA帽を切って造られている。覆土

は潟尚色上が主でFAがわずかに混じり、焼土肘が1・れ、

床はロームまで畑町込まずに、黒色士に粘土をまぜた貼床で全体がわずかに硬い程度である。

かまどは右組かまどである。燃焼部内法は75cmX36cmて。柑lが慢の内側lこ40cm張り出している。

支脚石は南側へ傾き、側壁の石は残っているが内側にややゆがんでいる。上からの圧力を受けて

いること、石材が床から出土することと合わせて人為的IJiIi棄が考えられる。火床はよく焼けて

いる。

i監物はかまど焚口の前頑から南に集中していて、いずれも床面から lcm-7cm上で出土し、造

物の Fに焼よと炭化材をはさんでいる。床面花、石li1正利小型長顕蛍 (Hト24、H1-58)と鉄器(H

1-25)のみである。かまど前の遺物出土状態は後述する、空沢遺跡HH 34 (渋川市)と共通性を

有する。棚の存在か、または131恨上に土器を置くこと、焼失後の埋納等が考えられる。

焼土や炭化材の上から、多くの土器が出土 している。上師器はコ字形頚部を有する費が主体で

須忠器、土師質上器は郎、腕類、 k墜の費、 1>:Uiの破片が出土 し ている 。 接合する破片も~いが、

ほとんど完形にならない。また、鉄くぎ、砥石の破片が出土している。
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品書土絡が三占出土している。器形は皿、係、婦であり、出土地点もばらばらである。 H1-4 

は高台H皿で{宇部は暮しく外返し、赤黄色を呈している。過舎は稽〈、 「大J r川」が判読でき

る。他に「城J か「誠J か、判別できない文字がある。H1 -9は係で、体部はやや丸昧を帯び、

〈すんだ尚色を呈する。墨書はく っきりしているが判読できない。かまど焚口前方から南側にか

けて分散した状態で焔が出土した。 (HI-03)明るい尚色を呈するが、 2次的に熱を受け、くす

んでいる。品舎はややはっきりしていて「困」と判読できるが意味不明である。

他に「洪且;通宝」が出土しているが、浅間BH石を ~ii土に含む土I広が住居跡を切り、そこから

の出土であるため、住居跡とは直接の関連はない。

この住居跡の政大の持徴は、焼失住居跡で建物の部材が炭化して良く残っていること、土屋恨

の痕跡を残すことである。

部材には丸材 (皮っきと、皮をむいたものの 2傾)、九材を半載した半丸材、板材、カヤ、縄

等とバリエー ションに富んでいる 。 部材は中央は少~ <、 壁際に多 く、良好に残っている。
たる 主

主IHてには、 A材て寸王 6cm-8cm、半丸材で径IOcm-13cmのものを使用し、間隔は30聞が平均で、

IOcmの狭い ところも ある。半丸材を使う場合は平斜面を J:にして いる。その上に板材、半丸材の

横木をのせる。部分的に径 4cm前後の九材も使用している。

カヤ材lま南東コーナーで良好に残存している。 2MI持造が附認でき、上層は屋恨の傾斜にそっ

ており、 ド附はそれに直交する。上層はカヤを面的に弔問に並べ、下層も基本的には問機である

が、部分的には、たぱねたカヤをU字形に折り 1!!1げて長11み合わせている。下層のカヤ材に直交し

て純が検出されている。全体は不明だが5本-6.{;:備に並べ、 F層のカヤ材と償木を結び合せて

いるものと兄られる。

中央f軒目F寄りのところで、焼土とカヤ材がサ ンドウイ yチ精造にな っているのが確認された。

F材のカヤは!壬恨傾斜方向と平行で、その上に ンルト 貨の焼土が15cmのl早さであり、さらに白色

の灰に寄ったカヤ(? )が下材のカヤと直交 した状態でのる。

中央断面でも焼土を15cm-20cmO)I'!さで臨認している 南唆近くで確認されたサンドウイ ッチ

柄造、焼上の1・1さ、焼土と炭化材の密否か6、この住居は上回線構造をもっと考えられる。

住居跡の1I，!pJ日lは、遺物がド束西遺跡X段附、J'.I1iJ"Mi，lllI!.遺跡 2J明矧に的合し、 9世紀後半代であ

る。 (jχ115、16、17)

3号{主

1号(1と重複し、 l号住より古い。覆土に上師r.i片を含む。堕から流入で石鎌 (H3-1図 4)が

山上する。 1号i上にほとんど切られてしまったため全存は不明である。(図15)

13号、15号住

l一号1鼻、 2号識に切られた方形の授穴状遺精である。双}jとも磁土中に焼土の混入は兄られる

25 
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が、かまどの険山はないO 完形の遺物はなく磁土中から上師器片が出土するのみである。竪穴住

居と考えられるが不明な点が多t，.l0 (図18)

5)中世以降

掘立柱建物跡

1号掘立柱建物跡

C 区南m~で険出される 。 確認面 1;1ローム上面である 。

南北 2問、東西 2間以 tの樹立住建物である。位穴聞の平均値は東西 2.2m南北2.14mである。

住穴内に健石はなく、佐保の径は10-15cmである。掘り方は、ゆがんだ円形で深さが確認扇から

1Q-25cmである。住艇と掘り方の聞の埋土は、ロームプロ yクを主に黒色土の混じる、しまった

土である。打出内の土は浅間B軽石を合む Lまった土である O

南北の位列は軸は北から22
0

西へ傾いている。
ひわだ

除去した土も台めて、周辺から瓦片が出土しないことから、屋恨はJitifき、板葺き、愉皮王Eき

が考えられる。以下のi!fl立柱建物についても同様のことが言える。

石flの出土した 4号土I広と切り合い、土拡よりも新しし、。(図19)

2号掘立柱建物跡

C区南に住区する。南北は 1fUlであり東西は l間以上と考えられる。住穴聞は南北 2.6m東西

1.65mである。掘り方はしっかりしていて、 fj形に近く柱痕はドl形で径15cm前後である。深さは

15-38cm であり、 U 火及び周辺からの遺物はない。 南北の輸は~tから 6
0

西へ傾く。 (図19)

3号掘立柱建物跡

2号帰立位建物跡のすく北側に位託する。位問は南北 2聞で東丙は不明である。柱の間隔は平

均2.15mを祖IJる。掘り方はしっかりしていて、掘り方と住痕の区別もはっきりしている。

佐保は円形で径15cmあり、掘り方1;1方形に近く深さは36cmである。掘り方埋土、柱痕覆土とも

1月2!L}掘立位建物跡と同械に浅間B軽石を含む。 2日掘立住建物跡と近接しすきていることか

ら、 2号掘立住建物跡とのl己JD;¥'{f.在はない。(凶19)

4号掘立柱建物跡-12号掘立柱建物跡

南から ~tまで22m の聞に 9 僚の建物が井;集している 。

4号制立住建物は住51J1手IJのみの険出である。南北4聞であり深さはどれも 1m以上と深く、

柱痕、掘り方も、他の建物中で最もしっかりしている。住痕はH20cm近くある。

{也の掘立住建物も、し っかりした掘り方と位棋をもっ。位痕には、浅 mB軽石と、 FAの混入

が認められ、拘;~方J型土はロームブロックと黒色土の混土を用いている。

住列の方向で関連のあるのは、 4号掘立住建物、 7号掘立住建物、 12号掘立住建物のグループ
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5月掘立位建物、 8号掘立位建物のグルーフ、 6i}鍛.'J..住il!物、 11勾掘立柱建物のグループの 3

グルー 7に分けられるが、それぞれのグループが/，;/時作在を示す証拠は辛い。調査面積も狭 〈、

それぞれのl地述と全体像は明らかでな Po I間.i!llする遺物の山上はない。(図18)

1号土I広

全体のすの調究である 。 手面形は一辺J. 6m の附九 JjJf~ か、附丸長方形である 。 深さは確認面

から20cmてーある。 !ι而は 2段掘りで、深い JjにfI品、ド♀ 1'1僚を万形に組み合わせる。 覆土中か ら石

臼の破片(0ト1)がLPI上 している。 j'1'片は険山されないが、上I止の J" 模と形状、副葬品と ~え ら

れる石fJから、中世の益拡と毎えられる {也にlli物のH¥上は¥1"0(/'1/19) 

3号土t広

l E;上ば/，;/線、{品、jL.(j:1'1礁が.tい上ばである 棟以外の:B上は奇いが、同級の用途が推定され

る(/叫19)

4号土I直

、1'[面形は円形に近い隅九fj形である。長軸 J.5m、同軸1.45mで深さはl5cmである。底面はほ

ぼ水平で弔j!1であり、墜は直立気味に立ち上る しっかりした揃り方である。 離土1;1:H音制色土に

ローム粒がまじり、しまりがある。ロームフロ yクの!l¥'" -j一る 府の存在から人為的!こ~~めともの

と丹えられる。

JJ11面ぎりぎりのところから石臼が出土しているコイ1中11はないが 1Ì-} 、 3 月上1広同線、中世の~

I広と身えられる (JX/l9) 

7号土培

、1'1面形はw軸 J.4m長軸 2m以上の惰円形である 深さ(j:1 mあり頭上上層は浅MB軽石を合

む時制色上、 F10がロ ムプロ yクの.tいuj-UJ色 tである 庇面に五輪港の火輪(07-1)があり

上にtUJi体のk石が、償位で置かれ、その /cから火輸がH'，土している。磁骨器(07-2)はカク七

ノ石安山科(f指名山.，岳の軽石)製である (/ヌ/19)

11号土法

13乃fI'のほを掘り込む上I正。平面形はゆがんだ川!日で、 13}}f上の床面からlOcmの深さである

Il~面 1 ;1:ゆるいすり S料夫で、戸i僚が底面近くに倒れと料、態である。(P(/18)

2号土土広

1>:方形で北西コーナーに幅80cmで断面が袋状の泌状i宜械が待合する。長軸3.35m、短軸1.8m

で深さは55cmて"ある。

壁、床ともローム層を掘削 Lて、 Lっかりしていて、J，jiはかんなで円rJったかのようにつややか

で予mである 喰に、鋤状工具による掘削瓜がある 剖上はロームプロ yクを Eに黒色土が混じ

り、浅1m日経石をわずかに合Aでいる。 lli物は土t.市7':;片のm上があるが、時期の決定にはなら主

29ー



い 上肘の状態からffil円11後、それ位}自l間をおか jーに哩め戻している

近、現代の~{'í'..;. に似ているので、近隣の人々の，1~憶を確かめたが、掘ったといフ説三を行られ

なかった。用途、時期不明の上Iιである II'JI19) 

5号土1広

2;J土舷の!Ut;:近彼して、険iB:..た 長軸 2m、同軸ト 3mのゆがλだ隅九)jJf3である

1';;軸方向は 2，} 1:11よと 90 ・ W~ る 深さは55cmでFFはやや外側にI;f-]くo (I'JI19) 

6号土拡

B li，ltで険1:1:'，した 詰i上に浅/IIIB粍千1を台ι 少しゆがλ疋隅A占形で、長軸 2，Om、知事由o
88mを測り、深さは15cmである 抽111)}j:;i.ンャー 7ではないがしっかりしている 用途i;l:不叫lで

ある。

12号土法

BI正で14号化の北側で険出した 揖i/:lこ冷1mB恒石を含む lIIi主は不明である

6 )その他

1号 、2号満

B区中央の故も析しい滋ik遺情てめり、 13，}(I、 15(1'.側、'Ui建物併を切っている。 l寸Jれも

上l面は緋作上に桜われていて、再i上:tロームフ U '1クを合む Idllを成している したがって.'um
1mに則められとことをノドすが、 11Ji主、 IL!r期lよィ;，リlである。 l;;点1;1上而で耐1¥2 m、深さ 0，7mあ

り、 2ii-i:4はiW，j1 m、深さO.95mである い jどれも!氏l面は、l'111で)i(;:mはU状を 1している

3号満

9 ~}fl を切る i車桝で.ごく析しい ι のである IJ~而は傾斜していて、組上にはロ ムフロ yケ

が混じり亙制をlJ¥d'

{世に、近代の造作で、円僚を;，y;，ikにつめたu;}泌を 3地点、でfi'(j(，Wしている。礁のIUJには陶加がは

さまっている 111Mに湯水点があり、大雨が降ると野水が{Hることから、それを避ける配ほから

であ 1， -)。
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7l古墳

下尻高 1号繍 (仮称)

五三重宝~

-1l
，P

 

三笠盟主

E 

現況ではわずかの高まりが残り、太

きく(届l'な戸l礁がころがっている。現

① 

「石出」として杷ら

11、頂部に 1;1:元u期の小制がある。

上主古I貫綜覧には未記載である。

(Eでも「首屯様J

ほとんどが畑地になり削苧を受けて

3本のトレノチを人いて残りは世北、。
... 腫準L

れ周泌の確認のみにとどめた。

Aーヶ で 士 l占'11，1';の幅!;I:J. 5 mから 2mで深さは

70cmて。ある。

-g
a
:
 

j占Ji品から推定される基伎は径12mで

ある。名久凹 8号I賞同憾に FA帽をJよ
ー

:l
盟主にしている。.-… 
壬lXは完全ではとよいだろうが、小和l

コンタラのドに残存 Lていることが、

イ/事から}明i干される。
.，る

トレンチから関連する遺物の出t を見ないが、 /'~l辺のm:.で足片 ( S S -1、閃19)

1号I責zお図20

を探取して

いる

他にトレンチ調査で北東にギ安期の住居跡を確認した

- 31 



U 管因遺跡

1、基本土層

管田遺跡は、名久間川の川作段丘上

にある平íA.I世である 。 基本的苦層庁'I~

下尻高遺跡と変り苦いが、苧記録に見

える通町、洪ボが頻繁に起ったところ

で、土層にもその証拠を見ることがで

きる。とくにA区が不安定でFAI埠ド

後、数回にわたり、大きな洪水が起っ

たことが推察される A反はFA Fは

湿地の腐植土層で、 B区ではFA Fの

黒色土とわずかにロームがある。 FIJ( 

高に比べ、 FAの多いのが特徴である。

基本的な柄li:は左記の通りである

2.調査の概要

I.n層 時尚色上、緋11'上、浅1U1B
30.1. :11"1 一一

軽石が混じる

77 E 層 確層、住 5cm-15cmの円時

N 層 砂礁層 112-5cmの円僚と砂

Va層 陪以色ンルト刷、 FAの流

れ込みによる 2次堆積。

ト|Vb層 うぐい令色シルト !tFA。

Vc層 黄色FA
11 I I 

u 層 黒山色I、位 f細かく粘lf。

図21 土層図

制 11r遺跡の地理的、断史的環境」事~(!

調査区は南北道路予定地をA区、-*附をB区とした。i立川は、、ド安閑月の住居跡 3Hと、J拝状遺

榊 7、上fJt1 J，~である 。 A 区は湿地で 2 次雄債のFA と磯府が1'1\'0 B医はA灰に比べ乾燥して

いる。 ([社22)

3、検出遺構と出土遺物

1 )弥生時代

縄文時代、 弥生時代の遺備の検出はな PoA区の土府税療で認められるように調丘地東側では

洪水の影響を受け、こちらでは遺精の険出は望めないだろう 。B区では上位に砂礁柑が、わずか

に残る程度で、やや安定しでいる。 2次堆織のFA中から怖式土器が出土している。 (SG -)、

図25)
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3 )古墳時代

B t<:F A Fでわずかに断面がU?i}( にく:~む道状退問 ( R 1) と断面V字状の海状退摘を険出

した。

J時而f正取で1' 1筒~([給片が l 占出土している 。 (S G -2) 、[:<125)

遺跡1，1f]辺で、州事告を伴う古I貰は未調1f.であるから、 bl商 fi!取であっても~l!l止ある!日jである。

4 )平安時代

lけトレンチと、 B区で干安時代の住居跡を 3棟、検出している。

1号住

l刀トレンチで険出した。平而形l主張り出しのある陣IAJ正}j1f~で、長軸 4.2m 、短軸 3.3m で

ある !ポ l而 ll'l~ 13. 8m'あり、十主Tょはない E軸は~tから 82・*へ傾く 。

車i土は、 i'.に Ilj~.~，品色土でFA を合 t。瀕土の U.:.:主、l'1I撃と浅fmB軽石の混じりの凶がのって

いる。

笠1-:.:j ~ j: 50cmである 床はローム t面まで綴り込み、 11M，¥;である。中央部がJti-も硬く、全体はや

や使い，fjl)主である 北、沖i壁はなだらかに立ち上り、州吹はほぼ直立する。

かまどは*~立の rj-I央にほぼ付設される 両袖は粘」で榊築される。行組かまどであり、石村は

品'liifしている

造物はかまとのIfJ(則にj止一中している。内川上おと、上川氏上総の婦、鉄鎌が出上している 他

に床面から、 '!Uι;器塑の破片が、 rH上 Lている

遺物の形態から、時期は、 9i世紀後ドから lollt~山下lT' と見られる。([司 23 )

2号住、 3号住

2械のft出のifI抜で、 3号i主が新しく、かまどのみの検出である。

2 -fiftは淵宜l正の北側に践したためを以下のぷLti:である 辺が 3.9m基践のノち形の竪穴住居

跡と推定される。

事I土は時尚色土にFAの粒子を含む。主主ド附の lニ1mは硬く、その上に遺物が廃棄されている。

点目主の調査医との接点で、粘土のプロ yクと焼上がtl，lに兄っかり、それがかまどの情築材で

ある可能性は;::i<、かまどは東墜の北寄りに付設されると再;えられる 東かまどとすると、主軸

は北から92.点へ傾く 。
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I.'J¥制色上 円鎌がi見じる

2 .吋株J色 i、FA ~ t <合みしま
3 φ FAを:-'Iみ灼

4 吋制色! 焼土、炭化物;!lじる
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図24 H 2、 3遺情図
o 5冊

一

唆rf:i{j: 55cmある 床は赤昧がかった褐色上で、貼床はな く、全体にやや硬い。東援についで、

舌状の娘り kりがあり上面は硬い。

床面非;r.-で泣Je炎焼成の羽釜の妓片が出上している。他1;1:、 m，lE，お (ワ還元炎焼成であるが、

よ師質上市耳、か)の郎、例類の破片と土問lio:g控の1i度片が泌じ っている。i存解したガラスnの付，{(

しと羽 11の- l~~ が出土している o

遺物から 10世紀後、ド代の住居跡である。

3主'i1主は!盟、床ともに検出できず、かまどの底面のみの検出である。石組かまどであるが、ほと

んど崩れている 火床部が焼土化 Lている。出土遺物は流れ込みで、縄文土誌が一片出土したの

みである。([.珂24)
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山
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図25 T 1;量惰図、弥生土器、円筒埴輪

4 )その他の遺構、遺物

1号土紘

A区の中央で、 FAの2次堆積火山砂の上に構築されている。

長軸 2.1m、短軸 1.9mの隅丸長方形てつ某さはlOcmてdある。m;主を示す遺物は担〈、底面近く

より多く の炭化材を検出 Ltこ

1号満

A区で検出 した悩 2.2m、iZさ50cmの滞状mmである。FA層を掘り抜き 、礁を合むローム層

までi圭している。断面は北が立ち上り、南はなどらかである。凶側に大きな!lli円撲をおき、渡り

石にしている。溝は人工か白附かは不明である。

泌中の磁土から縄文後期、弥生後期、古墳時代前期、 占J貫時代後期の土総片が出土し 、いずれ

も表面が磨粍し、流されてきたことを示している。

2、4、5、6溝

2号、 6号j再は幅60cm前後で、深さ30cmのilf，;j)(遺械である。磁土に浅IHJB軽石を多量に含む。
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断面は平埋で壁がわずかにオーバーハングする。 4号、 5号海は、浅く、浅間B軽石を含む溝

状遺精である。

いずれも用途、性格は不明である。 2号、 6号海のように、浅間B軽石を土と同量以上に含む

溝は、 i長mlB軽石排除の行動をうかがわせる。

3号満

幅60cmで長さは不明のIi制犬遺構である。1持の中には円嫌がぎっしりつまっている。用途、性格

は不明である。
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Vまとめと考察

今回の平遺跡群、 ドlJi.高遺跡、管問遺跡の調査で、弥生時代後!日lから中世までの遺併を雌認す

ることができた。また遺物は、縄文時代前期から、近代まで豊前にm土した 竪穴住居跡は F尻

市遺跡で、弥生時代2l.虫、古墳lI.y代HIfi主191各 2快、公良時代 3棟、、干1ド2安H

f代t均か、ワ竹) を険出し、 f他血に中世L以1降の州也り4柱主?述主物E群下、土I拡正を凋査しと 管回遺跡では、 て干f安11昨!昨F引{代tの

竪プ穴、(住主居跡3棟を険J山iれiした。

踏査時点。では、遺物の地表面散布はil'fD遺跡が多く、遺t再も集中すると考えたが、結呆は F怨

と反対であった。その I~f凶も、調査の中で判明した。

以ド、今川調査の成果と1l11l!ij点をドJ正尚遺跡を中心lニ述べてみたい。

古墳時代前期

，FJWIの車穴住居跡は、大塚市在'1m跡で調査されているが、 S-;': 11縁台付壌をf半フ鞍穴住出跡は

中之条町にわいて、初めてである。また h.J1~m内においても、 S ';・口縁の破片はj;;i1rxされている

が、 i宣備はあまりないと言われていと tf MltfPkび、 中之条町にむける古IJtIl.HI:の鮮あけの解明

と弥生時代の文化が次代にどう変っていくのかを解明する資料となる。 S'i・n縁台f.t'lの破}'，Ii

今佐l調査区を合的、かなり散任していで、前JUn宣怖が!也にも存在することを.IJ~ Lている。 "iJ聞の

益城、生!宅域との 1~liili [，、今後の z課題となろう

石組かまど・石組煙道付かまど (古繍時代後期)

，'，1J'i時代後期から終末期!に位置する 1 石制lかまどと石HLJ明近付かまとの官l例は長 lのよ

うになる (1材、焼部まで、 ;'11段のイ1列が断絶寺<fII'ぴるものを石組かまど、地道古1;のみ

でととまるのを石剖i州近付かまどと l垣 ~JIJ しと)他に/{-fllHf川μ遺跡、山吉町 H 桝遺跡に矧

i列が児られ る 『姉，1，石組かまど』でiI'r."lt夫氏が言うように、分布は百 Mlilllこj品いが、利似川

右i;~のみな らず、在日a にも分布 している。石拡l煉道Hかまどは囚 <1' HI遺跡52A号住、下尻，:石遺跡

2 勾 11で、石組かまどは、 ~Jh(出域遺跡 5 け住民社、 ~Ij山石組かまど、法i前寺A遺跡(りであ

る。両グルーフとも、それぞれ規模が近似Lている。tBl:上器の比較から、石組煙illl寸かまどが

先行している。いずれも石積みは精巧であり、 ミニチュア版の石室を忠わせる。早い段階とみら

れる、下!元高 2 号f工では世間日程のt'iち送り情iE までe沼められる 。 古墳II.'H~のある段陪で石室築造技

術が住居施設lことり入れられ、石組煙道f.tかまどととより、その後、石列が燃焼部まで{申びて{i組

かまどとなり、 I去の f'l般川流域と吾 MJ也 }j に~い、奈良 、 千安時代の石組かまどへと変化してい
泌付 J..oJM-例

くと怨定しいる。し かし、fD<I'出遺跡のようにイ1組煙追付かまどと、素掘りの煤道をもつかまど

が、さほどの時間差がなく併存する!列や、三J)，fru械遺跡のような、特珠なかまど使用色曹、わせる

例などがあり、その変還はかならずしも単純ではない。ιl'之条町で古墳後191住居跡の調査例が噌
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Jl1 必長さ、幅は内法である。

遺跡・遺例名 車障措1長島 大床町北睦袖の状態
戸埠部から

日-WL3aHEさ2 幅 備考住居波踊他
2・6 帽，ßt'!Il<!)陪~ 思li~;; ~ 勾配

上田中出直持52AnfE l~ hfか1:< .!ι 枯上で情司馬 8舗 1) J40cat2:J)6.5 拍車 側壁a石l陪、天井石4石ー蝿出孔日圃
" 1:!rlH. ..俊司 :3 20園川， . X2'閣のH形、住居路1:5.6 x 5.9mの
f，嗣煙lfIttか孟ど H形咽かまどは丙塑I輯よりにHli.

議 1

2 剛山雄虚持 I1 lOOcrn t怖にく i!C jj 刊の..~ 2Oa. :1 ]目)ar; 2~4 5a冒嵐官孔に 偶堕 7石l段、天井石l石{蟻作]
5片ft1，l;hI: 伽m 現士宮 L 2fiJ 同 fT < 1: 1.たかうで tl!I 住居跡Jよ5‘2X 5.6閉めJ;形‘かまどは
寸峰村i .;， 33Oa祇，4i3f] 4fi 車型I前より↓こH:Il.'.Ii聞の憎'"で入品的
む輔iかまと ".その"水平 Jニ壇T.

視野 2 

3 柿山む州，.，ど "，訟胃
1丹毒圃" 242C111 

flt1tかtど
舟 3

4 主f帽，';A遺跡 省長 5 

中之荘町?l.l:~，'f

心岨'"'
省長 4

fl，正高畠跡 円抽

2 )if!. '.sαm 

b組蝿，Jff.tか， " 

1;剰の嵐長 時 L ， ，剖Jcm.，2:'27四笠岡 倒隈3石If'屯天井石不明{t>>;;:刷宜は
2石l陪 27咽44 (it!で". fi円}宝..で7石併行埋出孔12咽四H唱
I 3 fi日までが Ui量10' 住居眠縄不明。北壁にfU量.

持提出}
1 165c事，，&噛，3<曲 倒慢56!向、 K井石， ，畑作}

2900川崎掛町". 住居岨帽不明

"の勾配 ロームと帖tの -.!.-!40<z220c11 ]6圃 冊目"石3段摘み‘天伴石5l:IUI定6

T噴"画" 曜上τ柵司馬 335<咽 ""骨410" "，哩出孔"圃四Ji f.t属M.':'5.4 X 

、"唱・~;，‘ 長酬がめを倒在 lu-れ「かに壌土 L 、埋め込むp 的に壇『

来， '寓 tて見直路"凶中凶a俗 rKu，;J!M. ~蝦虚崎j 1986事t見付敏Hli閥会
ぜ 2'頗岡敏"..八嶋担.".. 八嶋律上A' ~lA俗.J 1987"略県敏宵委員会 群司県埋磁文化財調室事実凶
来J '胤抱志.俗的山{j組冷まど l!K4: P~簡と向調 a訟による'~'Bl見 合..，教宵'"11会
来， '中之 ~.r，!lli'i 1 fJ 1976<t'之.町立網.，寄付会
来5住居跡の.!II!1i:J行生れれ 4 似娩舘と縄iJI，"!&のμ別カはっきりし念い

歓1iIt.j. 煙虚邸のみと仮定 Lr"の飢fめる

えれば、明らかになるであろう。また文化閥、分布範Ù~の検汁をするには、調査例が少なく不明

奇:点がJ;いと Jfえる 今後、顔伊Iのf曽加により、あらためで、険討すべき課題であろう。

平安時代の土屋損

火山災古により、古墳H針tの集落が軽石や火"1似て寸 っliりと離われた子持村黒:tn巨遺跡、
剤使 l

渋川rli中筋遺跡で駁穴住居跡に土保線が発見されたことから、調frに改たな使点が加わった。F討
議 2

じく渋川 rlî~沢遺跡 ::l 7 次調査で、ギ安時代(1 1世紀)の i二 I~恨が確認された。断面で、焼土の

J'Iみが30cmあり、スサを入れた粘土や小'flを合む動物のワンの混入が観察された。垂木や1'11恨の

ド地は炭化した状態で険出されている。

話l査111.叫i拘は、スサを入れた粘土から塗り1五似とし、占IJ'l1l主代の上をのせる土屋恨から塗り Itl

fRい発展したことにより J，j恨勾両日を大きくしたとともに、上をI'lくすることに成功したとしてい

る。また笠後胤上記、常陸風土記を引いて、 r)dHを合めと 11本全体に、上屋恨を持つ竪穴住居

の存在しと可能性」を指摘している。下尻高遺跡 l片1工では戦火{主居跡全体に焼土がj手く唯倒 し、
進 3

焼土の上に1'1色l正化したカャっと、焼土下に炭化したカヤ材、垂木カ守主るサ/ドウイァチfi寄造を

確必Lたことから、土1.11般と認定した。焼上中に λサや献7ンはなく、土を草材がはさむ中筋遺

跡でみられるサンドウイ yチ情造に似ている 垂本)ir旬が慢と平行していることから、切.p屋恨

と想定され、下地にはカヤのみでとよく板材も閉いている 土1~恨の系譜に 9 世紀後半代の資料を
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追加したことになる。

炭化材の多いことから、木製用具の出土を期待したが残念ながら無かった。

以上が主主問題点と成果であるが、他にも抱立位建物群の性格、土拡墓の性格と背景など、ま

だまだ解明すべき点が~い。また遺跡地内に阿弥陀堂があ ったという伝承があるが、今回調査で

はそれに関連する遺摘、遺物は発見され告かった。

調査で、遺跡の中心地l立、調査区の西側のゆるやかな苫状の傾斜地と推定され、縄文時代前期

から近世までの複合遺跡と確認された。

また管回遺跡は、 一部に遺跡でないという意見もあったが、平安期の住居跡 3微を検出し遺跡

であることを裏づけた。

出土遺物は各時代を網羅し、中之条町及び吾妻都内の指標になるものも多く含まれている。今

回の整厚作業で充分寺分析のでき寺かったことを反省し、課題としたい。

また生産域、生活域、墓域等の考察や内容の不充分さは、ひとえに筆者の力量不足と責任であ

り、本報告書の不備なところの指摘、助言をお願いします。

今回の成果をふまえて、さらに発展させることを、今後とも努力したい。

業 1'黒井議遺跡発磁調宜聞報』 チ1.1ft教育番目金1987.6

泌 2 '中筋遺跡控縦割宜慨害報符轡』出JIlrIi敏子f昔日告1987.3

※ 3 '空沢遺跡第 7次』渋川市教背l'日告1988.3
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U 管因遺跡、下尻高遺跡の火山砕屑物

1.調査の目的

群馬県には多 くの火山が分布しており、丘陵や段丘 l二にはそれらの火山を起源とする火山灰土

壌が厚〈堆積している。火山灰土壊のなかには多くの杭石層や火山灰層が扶まれている。これら

は離れた地層の対比に有効であるうえ、噴出年代がすでにIIJJかになっている場合、地層の年代を

推定する道具となる。このような地質学的な手法は「火山灰編年子(テ7ロクロノロジー} J と

よばれ、地質下のほか地形学や考古学なとに盛んに利ITJされている。火山灰編年学の上てす盟とな

る軽石層や火山灰層は、 「示標テ 7ラ層」とよばれている。 rテフラ」 は火山下用語で、軽石や

火山灰などの火山砕屑物の総称である。群馬県内では特にボ標テ7ラの数が多 く、群馬県はわが

国で最も火山灰編年学が盛んに行われている地域の ーつである。

中之条町の平遺跡群においても、 各遺跡の土層断[面中にl均限でテフラ層を確認することができ

た。テフラ層を示傑テフラと対比させるためには、まず野外において層制1や層厚などを調査する

必要がある。今回の分析では野外調査を中心に行い、 I*JjXした試料については超音波洗i¥'>i去、実

体鏡下で梓徴を観察 した。

2.調査結果

管悶遺跡

管問遺跡の代表的主土層断面の柱状図を図 lに示す。断面の堆刷物の連続には二つのパターノ

が認められた。一つは黒ポク土の中に上位より軽石の 2次推積物 (層Jil_36cm、軽石の最太筏 9mm}

とンルト層(層厚 4cm} が挟まれているもの (A) 、もうーつは黒ボク土の中に上位より盟問機

層 (層厚25cm、嘆の最大径 120mm)とンルト層 (層J't24cm}が挟まれているもの (B)である

下位にある ンルト 層は層相から同一堆積物であることが解る。しかL上位の亜円磯層と軽石の 2

次堆積物との層位関係については不明である。

実体鏡下での観察によれば、軽石の 2次堆積物に合まれる軽石は、 組j色のものが多<n音灰色の

石質岩片がt<含まれている。 また斜方輝石とm斜蝋石が多 く含まれていることも明かとなった。

これらの特徴から本堆積物に含まれる軽石は、 1108年 (天仁元年)に浅間火山から噴出 した浅1m

Bテ7ラ (As-B )に由来 していることが明かとなった。

下位のンルト層はいくつかのユニ y トからh育成されている。ユニ y トの中には最大径18mmの白

色軽石粒が含まれているものがある。軽石はスポンジ状に細かく発泡しており、普通角閃石の斑

品が認められる。この軽石は 6世紀初頭と 6世紀中葉または後半に生じた篠名火山の 2度の噴火

の際に島支出されたものと非常に良〈似ている。前者の噴火ではFAとよばれる降下火山灰FPF

-1とよばれる火砕堆積物 (火砕流はテフラがガスとともに高速で流走する現象を指す)、後者の
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噴火ではFPとよばれる降下軽石層と FP F-2とよばれる火砕流推償物が噴出した(新井、 1979)

最近、平田(]988)はそ れぞれのテ 7うの総称、として、‘Hr-S"と "11rー 1"の名称、を提唱

している。これらの 2度の噴火で放出された椛むは非常に良〈似ており、現花のところ軽石だけ

では区別することができな L、。ただ L分布の広域1'1ーから寄えると、管田遺跡のシルト層は11r 

S起源の可能性が太きい。

下尻高遺跡

下J元高遺跡の様式的な土府断而の柱状凶を1"'12に示す。断而rj'には上位より、』を尚色の降ド軽

石府 (層J芋5cm、特石の最Jd千12mm) と黄尚色の砂質シルト府 (附!平 3cm) が確認できた。上位

の軽石層に含まれている軽石は尚色で、日昔l火色のれ片が多く認められる。また斜)j輝石と llI斜輝

石の遊離結品がよtめられる。これらと 特徴から本テフラ層li、As-Bに対比することができる。

一点下位のシルト柑は、白色組粧の軽石は合まれていないものの、普通角閃石の結品が事〈認め

られ、管田遺跡のド位のシルト MJ，iJ綴Hr- Sか11，ーl起源の可能刊が身えられる。

3 .考察

~S:悶遺跡および FfJ"山遺跡では、 As -Bとその 2次堆陥物およびHr- SあるいはHr -[の

2次地獄物が発見された。 2次雄般物のテフラは、厳密ななl味では 1次対f.Wのぷ糠テフうとは|司

写に倣うことはでき寺い。しかし1-1凶発見された 2次堆積物'1'には、それそれのテ7ラに由来1

る本質物質が非常に t<、ィ、標テ 7うの噴出司 ftにかなり近いJjf.的年ftをもっと』まえて良い

平田勉(パリノ サーウ'ェ イ株式会社)
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下尻高遺跡

ナ 17 1-1-7 ( 占lþ時代 1 1-I1U 1削昨代)全j~i. 内聞が H 10 

1-11-2饗 1-17-4凹 石(縄文時代)

1-11-1褒

1-17-1、 2短!lii:，:E古2貴闘争{引

1-114-1高係

SS-Ili! 

P L 1 H 7、10、14住居跡遺物



下尻高遺跡

H 8全景時Jから

H 8-1小型査
H 8-4 

S字状日縁台付饗H8-2砥石

かまど検出状態 石組燃道、 天井石と恨石 煙出し孔

P L 2 H 8、住居跡遺物 H2、住居跡かまと



下尻高遺跡

H 2-K 1かまど柚に使用

H2-K2かまど納。-1四

H 2-6 

H2-K3i不

H 2ー 1、 2万子

H 2 -02i不

H2-4、 5長胴唆

H4、 5全JJT

J 
H 4-2帯金具 H 4 -01帯金具

P L 3 H 2、出土遺物 H4、 5住居跡遺物



下尻高遺跡

H6-2須恵、保

H 6 -03t不時文
H 6-1はさみ

H 6全長北から

H 6 -01須忠ふた H 6-4、5i不時文 H 6 -3i才、灯明皿

'参

ー

.) 

D 4 'iq怯

D 8、9、10、山崎時代

D4ー 1石臼 D 7-1五輪塔火輪

PL4 H6、D4、D7、D8 -10 
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》三 '

骨

H 1焼失住居跡全長西から

板材開か屋INか

H 1-57灰紬瓶

Hl-5小型機

下尻高遺跡

かまど南 土器出土状態班土の上

-、ιp 

縄出土状態

H 1 -051巴手付恋

f唱と折り 曲げたカヤ?

PL5 Hl、焼失住居跡、出土遺物



下尻高遺跡

H 1-41宛

H 1-03鐙舎土器

H 1ー 7腕

H 1-6t知

H 1-14退役土器 H 1-9塾舎土器 。
H 1-11 r洪武通宝」

H11- 1灰粕椀

H 12-1万子

B区樹立住建物群
H12-2鎌

PL6 H 1、11、12出土遺物、 錨立柱建物群



管因遺跡

管悶遺跡全;止(空中写真)け!の後水カd 円。右ドカ1ft!肘晴

T 1左"渡り石がある

FA層(下)と磯肝

SG-l弥生土器

PL7 管因遺跡



管因遺跡

H 1丙から H 1-1出上状態

隆 司ヨ
H 1-51-宛

H 1-1鎌

Hl-4皿

H 2、 H3かまど南から

P L 8 H 1、 H2
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